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◉ 

歴
代
の
天
皇
は
皇
祖
神
の
子
孫
と
伝
え
ら
れ
、
日
本

史
上
で
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
戦
後
教
育
の
中
で
〝
天
皇
〞
と
い
う

存
在
へ
の
問
い
は
消
さ
れ
て
い
た
が
、〝
天
皇
〞
を
論

じ
る
こ
と
な
く
し
て
日
本
の
歴
史
は
な
い
。

◉ 

歴
代
天
皇
の
主
要
な
実
績
を
平
易
に
解
説
し
、
ま
た

最
新
の
研
究
を
補
注
し
、
補
論
で
は
全
天
皇
の
略
伝

を
紹
介
し
て
、
多
様
な
「
天
皇
学
」
へ
の
道
を
拓
く

〝
入
門
書
の
決
定
版
〞。

 

所 

功

﹁
天
皇
学
﹂

入
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

﹁
天
皇
学
﹂は
︑日
本
学
！

　
　 

在
来
の﹁
天
皇
史
﹂か
ら

　
　 

新
た
な﹁
天
皇
学
﹂へ
の
入
門
講
座
！

図
版
多
数

皇太子統仁親王（孝明天皇）
宸筆（抄） （『宸翰英華』より）



　
　

「
天
皇
学
」へ
の
道
し
る
べ

　
天
皇
に
代
表
さ
れ
る
皇
室
の
在
り
方
は
︑
私
ど
も
一
般
国
民
の
日
本
社
会
と

重
な
り
あ
っ
て
お
り
︑
学
ぶ
べ
き
こ
と
の
多
い
至
高
の
お
手
本
だ
︑
と
思
わ
れ

ま
す
︒

　
現
在
の
天
皇
・
皇
族
た
ち
が
行
っ
て
お
ら
れ
る
事
︑
皇
居
の
内
外
に
有
形
・

無
形
の
文
化
と
し
て
あ
る
物
を
︑
可
能
な
限
り
広
く
知
る
な
ら
ば
︑
そ
こ
か
ら

日
本
︵
国
民
・
社
会
︶
の
本
来
的
・
理
想
的
な
在
り
様
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
も
え

ら
れ
そ
う
で
す
︒

　
天
皇
を
知
る
こ
と
は
︑
日
本
と
日
本
人
を
知
る
重
要
な
手
懸
り
で
す
︒
そ
の

来
歴
︵
天
皇
史
︶
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
︑
日
本
の
国
柄
を
深
く
理
解
す
る
道

も
拓
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
︒ 

︵
本
書
﹁
あ
と
が
き
﹂
よ
り
︶

天
皇
の
歴
史
と

法
制
を
見
直
す

所
　 

功

皇
室
史
の
全
体
像
に
迫
る
！

◎
二
千
年
近
く
続
い
て
来
た
歴
代
天
皇
と
宮
廷
文
化
の
実
像
を
解
き
明

か
し
、
近
現
代
の
皇
室
法
制
の
成
立
史
と
問
題
点
を
概
述
し
な
が
ら
、

当
面
必
要
な
改
善
案
も
提
示
す
る
。

◎
平
安
朝
を
中
心
に
宮
廷
の
儀
式
行
事
を
精
査
し
て
き
た
第
一
人
者
が
、

日
本
の
未
来
と
皇
統
の
永
続
の
た
め
に
、
わ
か
り
や
す
く
書
き
下
ろ
し

た
渾
身
の
著
！ 

定
価
＝
本
体
三
六
〇
〇
円
＋
税

ISBN
978-4-86578-389-6

皇
室
典
範
を
改
正
し
な
け
れ
ば
︑

宮
家
が
無
く
な
る

市
村
真
一
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
／
経
済
学
博
士
）

日
本
国
家
と
し
て
重
大
な
礎
は
、
憲
法
と
皇
室
典
範
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
収
録
対
談
】
江
藤
淳
「
天
皇
」
／ 

　
　
　
　

所
功
「
皇
統
の
永
続
の
た
め
に
」 

 
定
価
＝
本
体
二
八
〇
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円
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ISBN
978-4-89434-873-8

所　功（ところ・いさお）

昭和16年（1941）12月12日、岐阜県出生（小田原市現住）
同41年3月、名古屋大学大学院修士課程（国史学）卒業

同61年9月、法学博士（慶應義塾大学、日本法制文化史）
令和元年 11 月、日本学賞（宮廷文化の史的研究）
職歴　皇學館大學文学部教員（9 年間）、文部省初等中

等教育局社会科日本史教科書調査官（6 年間）、京都産

業大学教養部→法学部・日本文化研究所教授（31 年間）、
モラロジー研究所教授（10 年間）歴任。

現在、京都産業大学名誉教授、皇學館大學特別招聘教授、

京都宮廷文化研究所特別顧問、國民會館理事など。

著書　（皇室関係書として前著『天皇の歴史と法制を

見直す』（藤原書店）付録Ⅴ参照）。他に『三善清行』（吉
川弘文館）、『菅原道真の実像』（臨川書店）、『三善清

行の遺文集成』（方丈堂出版）、『伊勢神宮』（講談社学

術文庫）、『京都の三大祭』（角川ソフィア文庫）、『未

刊論考デジタル集成』Ⅰ（方丈堂出版）など。

　　補注筆者：久禮旦雄　京都産業大学准教授

　　補論筆者：橋本富太郎　麗沢大学教授

◉注文書　〒 162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町 523　藤原書店　TEL 03-5272-0301 ／ FAX 03-5272-0450　info@fujiwara-shoten.co.jp

　　　　　　　　★ご注文は、お近くの御便利な小売書店で、またはインターネット書店等でお願い致します。

■注文 『 「天皇学」入門ゼミナール   』 〔　　　〕冊

 『      』 〔　　　〕冊

お申込み書店（帳合・番線）

■お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■メールアドレス

■ご住所　（郵便番号）

■お電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ FAX 番号

ま
え
が
き
―
―
今
な
ぜ﹁
天
皇
学
﹂か

本
論
の
前
に
―
―﹁
ミ
ヤ
コ
﹂の
移
り
変
わ
り

Ⅰ 

古 
代
―
―
大
和
時
代

1 

神
武
天
皇
の
東
征
と
建
国
の
理
想

2 

崇
神
天
皇
の
も
と
で
国
内
統
一
に
前
進

3 

倭
姫
命
と
日
本
武
尊
の
歴
史
的
役
割

4 

神
功
皇
后
に
よ
る
遠
征
と
摂
政

5 

雄
略
天
皇
＝
倭
王
武
の
内
政
外
交

6 

皇
統
の
断
絶
を
救
わ
れ
た
継
体
天
皇
と
手
白
香
皇
后

7 

仏
教
を
慎
重
に
受
容
さ
れ
た
欽
明
天
皇

Ⅱ 

上 

代
―
―
飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
時
代

8 

推
古
女
帝
と
摂
政
の
聖
徳
太
子
に
よ
る
協
力
統
治

9 

画
期
的
な「
大
化
改
新
」を
主
導
さ
れ
た
天
智
天
皇

10 

日
本
的
な
律
令
体
制
を
確
立
さ
れ
た
天
武
・
持
統
両
帝

11 

壮
大
な
天
平
文
化
を
具
現
さ
れ
た
聖
武
天
皇

12 

危
機
を
救
わ
れ
た
孝
謙
＝
称
徳
女
帝
の
宿
命
と
苦
慮

13 

千
年
以
上
も
続
く「
平
安
楽
土
」を
築
か
れ
た
桓
武
大
帝

14 

唐
風
文
化
に
も
和
風
文
化
に
も
精
通
さ
れ
た
嵯
峨
天
皇

15  

聖
代
と
仰
が
れ
る
寛
平
の
治
を
リ
ー
ド
さ
れ
た

宇
多
天
皇

16  

永
く
仰
が
れ
る
醍
醐
・
村
上
両
帝
に
よ
る

延
喜
・
天
暦
の
治

17 

好
学
の
一
条
天
皇
と
後
宮
、
お
よ
び
内
覧
の
藤
原
道
長

18 

親
政
と
初
の
院
政
に
励
ま
れ
た
白
河
天
皇

19 

難
局
を
切
り
抜
け
ら
れ
た「
治
天
の
君
」後
白
河
上
皇

Ⅲ 

中 

世
―
―
鎌
倉
・
南
北
朝
・
室
町
時
代

20  

承
久
の
変
に
殉
じ
ら
れ
た
後
鳥
羽
・
順
徳
の

両
上
皇
と
土
御
門
上
皇

21 

鎌
倉
時
代
の
両
統
迭
立
と
花
園
天
皇
の
御
教
訓

22 

親
政
に
励
み
倒
幕
を
断
行
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇

23 

吉
野
と
京
都
の
両
朝
合
体
と
後
南
朝
・
伏
見
宮

24 

戦
国
の
乱
世
に
も
皇
威
を
護
り
通
さ
れ
た
乱
世
の
天
皇

Ⅳ 

近 

世
―
―
江
戸
時
代

25 

徳
川
幕
府
と
対
峙
し
続
け
ら
れ
た
後
水
尾
天
皇

26 

朝
儀
文
化
の
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
霊
元
天
皇

27 

中
継
ぎ
と
後
見
の
功
績
大
き
い
後
桜
町
女
帝（
上
皇
）

28 

朝
廷
主
導
の
皇
威
を
回
復
さ
れ
た
孝
明
天
皇

Ⅴ　

近
現
代
―
―
東
京
時
代

29 
近
代
的
な
立
憲
君
主
の
明
治
大
帝

30  

貞
明
皇
后
と
摂
政
宮
の
補
佐
を
え
ら
れ
た

大
正
天
皇

31 

「
二
十
世
紀
の
名
君
」と
称
さ
れ
る
昭
和
天
皇
の
帝
王
学

32 

「
平
成
」の
理
想
体
現
に
邁
進
さ
れ
た
象
徴
天
皇

33 

多
様
な「
水
問
題
」の
研
究
も
熱
心
な
今
上
陛
下

〈
補
論
〉 全
天
皇
の
略
伝

〈
付
録
〉 

歴
代
天
皇
の
略
系
図

あ
と
が
き
―
―「
天
皇
学
」へ
の
展
望

本 

書 

の 

目 
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